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－総括１－ 

 
新規事業及び重要事業総括表 

 
 
Ⅰ 総 額 
 
 【一般会計】 

区分 平成２５年度 平成２４年度 伸び率
予算総額 ７,５０７,７２０千円 ７,００１,８５０千円 ７.２％

一般会計構成比         ０.５%         ０.４%    － 
 
  
 
Ⅱ 主な新規事業および重要施策                     （単位 千円） 
 
 １ 時代に応え未来を拓く人材育成 
  Ｐ １ 一部新規 グローバル人材の育成・活用【国際課・青少年課】 １３２，５１６ 

    Ｐ ３       夢や目標の実現に向けてチャレンジする青少年の育成【青少年課】 

                                  １０，３９１ 

  Ｐ ４        国際ジュニアサッカー大会の開催【青少年課】    １７，５２５ 

 

 ２ 世界水準の中小企業育成 
  Ｐ ５    埼玉・アジアプロジェクトの推進【国際課】      １４，０９９ 
 

 ３ 女性がいきいきと輝く社会の構成 
  Ｐ ６        女性のチャレンジ総合支援事業【男女共同参画課】  １４，５８４ 

 
 ４ 日本一の共助県づくり 
  Ｐ ７ 一部新規 ＮＰＯによる共助社会づくりの推進【共助社会づくり課】  

                                   ４４，４０５ 
  Ｐ ８ 一部新規 共助による地域のきずなづくり【共助社会づくり課】  ３６，６５０ 
  Ｐ ９ 一部新規 防犯のまちづくりの総合的推進【防犯・交通安全課】  ９５，０５４ 

 

 ５ 「更なる成長」へつながる施策 
  Ｐ１０ 新規 自転車見本市の開催【広聴広報課】         ３５，０００ 

 

 ６ 「更なる安心」へつながる施策 
  Ｐ１１      消費者の安心・安全サポート事業【消費生活課】  １０９，０５７ 

  Ｐ１２ 一部新規 消費者行政活性化事業【消費生活課】       １７２，８７７ 
  Ｐ１３ 一部新規 交通安全の推進【防犯・交通安全課】          ３６，２００ 

 

 ７ その他の主要な事業 
  Ｐ１４ 新規 平和資料館のリニューアルオープン【広聴広報課】   ９６，５５６ 

  Ｐ１５    芸術劇場からの新たな埼玉文化の発信【文化振興課】 

                               １，２４２，８０３ 

  Ｐ１６ 新規 県立文化会館施設整備事業【文化振興課】     ４３０，６５８ 
  Ｐ１７ 一部新規 地域の文化芸術拠点の創造【文化振興課】      ２４，５６６ 



                                    一部新規  
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 海外留学を経験した若者と外国人留学生のサポート拠点を設置・運営し、留学支援や 
就職支援などを行う。両者を対象にするセンターは全国の自治体でも初めて。 
  ○「グローバル人材育成センター埼玉（仮称）」の設置・運営 
   ・平成２５年７月にオープン予定 
   ・産学官連携による「グローバル人材育成センター埼玉運営協議会（仮称）」により運営

  ○海外留学の促進 
   ・「埼玉発世界行き」奨学金受付 
   ・海外留学フェア、「埼玉発世界行き」奨学生向け壮行会・帰国報告会の実施 
  ○就職支援 
   就職相談、留学生向け就職セミナー、企業説明会、無料職業紹介の実施 
  ○留学生ネットワークの構築 
   留学生及び卒業生同士の交流を深めて、埼玉ファンを拡大し、海外でのビジネス人脈 
  づくりを目指す。 

 
 埼玉から世界に羽ばたくグローバル人材を育成するため、海外に留学する高い志を持った 
若者に対し奨学金を支給し、経済的側面から支援 
  ① 海外大学、大学院へ学位取得を目的とする留学（３０人（うち継続２０人）） 
  ② 大学間協定等に基づく６か月以上で単位取得を目的とする留学（２００人） 
  ③ 高校在学中に行う３か月以上の海外高校への留学（５０人） 

  

 ○グローバル・キャリアアップ・プログラムの開講 

  グローバル活動に必要な知識・ノウハウの修得などの実践力養成研修や、企業や関係機関で

 のインターンシップの実施 

 ○帰国奨学生と県内企業との交流会 

  帰国奨学生とグローバル人材の活用に関心の高い県内企業との交流 
 

グローバル人材の育成・活用 
 
           担当 国 際 課  グローバル人材育成担当 内線 ２７１２ 

              青少年課  健 全 育 成 担 当 内線 ２９１２ 

１ 目  的 

 経済のグローバル化に伴い、グローバル人材の育成が急務となっている。 

 こうした中、本県では昨年度から海外留学奨学金制度を開始した。さらに、

今年度からは帰国した奨学生に対し、フォローアップとしてグローバル社会で

の活躍を後押しするために必要なキャリアアップ支援を実施してきた。 

 これらの事業を継続するとともに、本県のグローバル人材施策の集大成とし

て、日本人学生に加え外国人留学生も対象に、グローバル人材の活躍をサポー

トする拠点を新たに設置し、留学前から留学後までトータルに支援を行い、 

グローバル人材の育成・活用を促進する。 
 

２ 事業内容 
  
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

グローバル人材育成センター埼玉（仮称）事業費（新規） ２４，８０４千円 

「埼玉発世界行き」奨学金支給事業費             ９７，９０２千円

「埼玉発世界行き」奨学生フォローアップ事業費       ８，２２２千円
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   ○高校生等が世界に目を向けるきっかけづくりとなる講演会を実施 
     ・講 師    ①海外で活躍する企業や公的機関、ＮＰＯ等 
             ②大学及び留学経験者 
              ③駐日外交官 
     ・テーマ    海外の事業や活動の話、楽しさや厳しさ、国際人として必要な

           能力など 

          
 
３ 予 算 額  １３２，５１６千円 

高校生世界へはばたけ！育成塾事業費           １，５８８千円 
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夢や目標の実現に向けてチャレンジする青少年の育成  
 

担当 青少年課 国際ジュニアサッカー大会担当  
内線 ２３５７                

 

１ 目  的  
  各分野で活躍中の埼玉ゆかりのプロフェッショナルと連携して、青少年が 

 学び、体験する機会を提供することにより、青少年の夢の発見とその実現を 

 支援する。 

 

２ 事業内容 

  ○ 青少年夢のかけはし事業        ○ 青少年夢の配達便事業  
   （対象）小学生（約 1,500 人）         （対象）20 人以上の団体（約 100 団体） 
   （内容）一流のプロフェッショナルが講師        （例、小学校、子ども会等） 
    ・スポーツ、文化・芸能、サイエンス、    （内容）地域のプロフェッショナルを 
     憧れの職業の 4 分野・27 講座           講師として派遣 
                           ・スポーツ、文化・芸能、サイエンス、 
                            ものづくりの 4 分野・40 メニュー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
３ 予 算 額  １０，３９１千円 

埼玉ゆかりの 
プロフェッショナル

県 

「将来の担い手」 

である青少年 

夢の発見・夢の実現に向けたチャレンジ 

夢を持つこと・ 
チャレンジする
ことの大切さ・ 

つなぎ役 
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国際ジュニアサッカー大会の開催  
 

担当 青少年課 国際ジュニアサッカー大会担当 

内線 ５８５８                

 
１ 目  的 

  ２００２ＦＩＦＡワールドカップ埼玉開催の感動を引き継ぎ、次代を担う 

 子供たちのサッカーを通じた交流により、青少年の健全育成と国際交流を推 

 進し、あわせて埼玉のイメージアップを図る。 

 

２ 事業内容 

          
 

 

  １ 主催 埼玉国際ジュニアサッカー大会実行委員会 

       （構成：県、県サッカー協会、開催市、県公園緑地協会） 

  ２ 期間 平成２５年７月２３日（火）～２９日（月） 

  ３ 会場 埼玉スタジアム２００２ほか 

  ４ 参加 ２４チーム 

（海外チーム、県外選抜チームを含む） 

  ５ 主な内容 

    （１）国際ジュニアサッカー大会(１２歳以下) 

    （２）海外チームと県民との交流事業 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １７，５２５千円 

【2012 大会結果】 
優 勝：埼玉県南部選抜  参加海外チーム 
準優勝：埼玉県選抜     タイ、マレーシア、韓国 
第３位：マレーシア選抜   中国、豪州、アメリカ 

埼玉国際ジュニアサッカー大会２０１３
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埼玉･アジアプロジェクトの推進 

 

         担当 国際課 国際戦略担当 

         内線 ２７１８ 

 

１ 目 的 

  本県が持つ技術とノウハウを提供することにより、アジア諸国が抱える諸問題の解決

に貢献するとともに、アジア諸国との相互交流をあらゆる分野で進め、アジアの活力を

本県に取り込む。 

 

２ 事業内容 

 

 

  ○ 国際機関や企業団体、大学、ＮＧＯ等から構成される「埼玉アジアクラブ」の運

営によるモデルプロジェクトの構築と実施 

  ○ 「埼玉アジアクラブ」とともにモデルプロジェクト化を進めるコーディネーター

の配置 

  ○ アジア各国要人を迎え、アジアを学ぶフォーラムとセミナーを開催 

 

 

 

  ○ (財)自治体国際化協会シンガポール事務所に県職員を派遣 

  ○ 海外からの情報収集と人的ネットワークにより、モデルプロジェクトの構築と展

開を支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １４，０９９千円 

埼玉･アジアプロジェクトの運営     ７，９９１千円 

海外事務所職員派遣           ６，１０８千円

アジアネット 

ワークの構築 

行政 企業 

大学 

ＮＧＯ 

プロジェクト･ 
コーディネーター

自治体国際化協会 
シンガポール事務所

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り 

ア
ジ
ア
諸
国
へ
展
開 
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女性のチャレンジ総合支援事業 
 
                  担当 男女共同参画課 総務・推進担当 

                  内線 ２９２７          

  

１ 目  的 

 「働きたい」「社会貢献したい」など様々なチャレンジをしたい女性を支援し、女性

の能力が十分発揮され活力ある男女共同参画社会を実現する。 
 

２ 事業内容  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １４，５８４千円 

 
女性が「いつでも、どこでも、何度でも」チャレンジできるよう、ライフステー

ジに応じた様々なチャレンジを総合的に支援する。 
 

 （１）チャレンジ＆お仕事相談 

 （２）市町村の取組支援 

 （３）経済的に困難な女性のチャレンジ支援 

 （４）若年女性無業者のチャレンジ支援  
 

 
働く女性の就業継続と管理職へのステップアップを支援する。 
また、市町村の審議会等における女性の活躍に資するため、女性からの政策提言

講座を実施する。 
 

 （１）働く女性のステップアップ相談 

 （２）ステップアップ講座の開催 

 （３）女性からの政策提言講座の開催  
 

女性のチャレンジを支援       １１，０１２千円

さらなるステップアップを支援     ３，５７２千円
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ＮＰＯによる共助社会づくりの推進 
 

担当 共助社会づくり課 担い手支援担当  
内線 ２８３８             

 
１ 目  的 

  日本一の共助県づくりを進めるため、共助社会の担い手となるＮＰＯ法人が

市町村とともに実施する共助の取組に対して助成を行う。 

  また、中核的なＮＰＯ法人が実施するＮＰＯ育成事業やＮＰＯの先進的な取

組を支援する。 

 
２ 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ４４，４０５千円 

 

 ＮＰＯ法人が市町村と連携し、各分野における地域課題を解決するために行う共助の

取組を支援 

 

 ○市町村・ＮＰＯ連携事業 

    ５００千円×３団体＝１，５００千円 （補助率４／５） 

 ○市町村・ＮＰＯ＋その他の主体を含めた３主体以上の連携事業 

  １，０００千円×３団体＝３，０００千円 （補助率４／５） 

 
 中核的なＮＰＯ法人が実施する、ＮＰＯ法人の育成事業に対して助成を行い、認定・

仮認定や「条例の指定」の取得を支援  

 

 ○１，０００千円×３団体＝３，０００千円 （補助率４／５） 

 
 ＮＰＯの先進的な取組に対する支援 

  

 ○ＮＰＯ活動サポート事業 １３，０００千円 

   分野別指定枠    上限１，０００千円 （補助率  ４／５）  

   ネーミング事業   上限１，０００千円 （補助率１０／１０） 

 ○みんなでサポート事業  １５，０００千円 （定額） 
 

共助社会づくり支援事業（新規）   ４，９９５千円 

中核的ＮＰＯ育成事業（新規）   ３，０９８千円 

ＮＰＯ活動促進助成事業       ３６，３１２千円 
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共助による地域のきずなづくり 
 

担当  共 助社会づくり課  共助づくり担当  
内線  ２ ８１ ４              

 

１ 目  的 

  日本一の共助県づくりを進めるため、身近なところで参加できる共助の仕組

みを普及・拡大する。 

 
２ 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  予  算  額   ３６，６５０千円 

 

 高齢者の日常生活の安心確保、元気な高齢者の介護予防、地域経済の活性化
の一石三鳥の効果のある「地域支え合いの仕組み」を普及・拡大するため、そ
の実施に係る経費を商工団体等に補助する。 

 

 ○地域支え合いの仕組み推進事業補助金 

  初年度  ２，０００千円以内(８団体) (補助率10/10) 

  ２年度目 １，５００千円以内(８団体) (補助率10/10) 

  ３年度目 １，０００千円以内(６団体) (補助率10/10) 

 

 
 親同士による子供の預け合いの仕組みを構築し、共助による子育てしやすい
環境の整備を図るため、その実施に係る経費をＮＰＯに補助する。 

 

 ○ 子育 て助け 合 いの 仕組 み推 進 事 業補 助金  

   ３ ００千 円 ×５団 体  (補 助 率 10/10)  

地域支え合いの仕組み推進事業     ３４，６８０千円  

共助の仕組みパイロット事業（新規）   １，９７０千円 



                               一部新規 
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防犯のまちづくりの総合的推進 
 
                   担当 防犯・交通安全課 防犯事業担当

                                    内線 ２９４５            
 
１ 目  的 

  防犯意識の高揚や日本一の数を誇る自主防犯組織（愛称：わがまち防犯隊）の活動の

充実を図り、市町村、県民、事業者との連携等により、犯罪を起こさせにくいまちづく

りを進め、日本一の防犯共助県づくりを推進する。 
 
 
２ 事業内容 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 予 算 額  ９５，０５４千円 

 

 青色回転灯を装着した車両による住民共助の防犯パトロール活動を促進し、わがまち

防犯隊の活動を強化する。 

住民共助による青色防犯パトロール強化事業費（新規）３１，２３３千円 

 

 市町村が自ら目指す防犯のまちづくりを推進するため実施する事業にその経費の一 

部を補助する。【防犯共助県づくり推進事業補助金】 

    補助率 １／２   限度額 ３００万円 

日本一の防犯共助県づくり推進事業費        ５１，０００千円 

 

① 防犯のまちづくり普及啓発 

  議員連盟との共催による街頭キャンペーンの実施や、広報用チラシ等を用いた啓発

 活動の実施 
② わがまち防犯隊レベルアップセミナー 

  活動内容においても日本一のわがまち防犯隊を目指すため、平成２２年度から平成

 ２６年度の５年間で、すべての自主防犯組織を対象に開催 
③ 防犯のまちづくり推進会議の開催 

  防犯のまちづくりを県民総ぐるみで推進するため、埼玉県防犯のまちづくり推進条

 例に基づき県、市町村、県民及び事業者団体等により構成された推進会議を開催 
④ 自主防犯組織の指導 

  出前講座による自主防犯活動の普及、現地指導 

⑤ 犯罪被害者等基本法の普及啓発 

  犯罪被害者相談窓口の運営及び犯罪被害者対策に関する研修会の開催 

防犯のまちづくり推進事業費            １２，８２１千円 



                                     新 規  
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自転車見本市の開催  
 
                    担当 広聴広報課 企画調整担当  
                    内線 ２８６５  
 

１ 目  的 

  「じてんしゃ王国埼玉」の魅力をＰＲし、自転車市場の拡大による埼玉県経 

 済の活性化を図るため、拡大版の自転車見本市を開催する。 

 
２ 事業内容 

 

 

 

 

 

（１）開催概要 

   日  時：平成26年2月15日(土)・16日(日)   

   会 場：さいたまスーパーアリーナ 

    主 催：(仮)自転車見本市実行委員会      

    出展数：１５０社 

    来場者：３０，０００人         

（２）展示内容 

   ・自転車関連企業によるブース出展 

   ・自転車中心のライフスタイル提案 

                              

３ 予 算 額  ３５，０００千円 

   ＜総事業費 ７０，０００千円＞ 
    内訳 
    ・県からの補助金  ３５，０００千円 

    ・出展料・協賛金 ３５，０００千円 

 

会場：さいたまスーパーアリーナ

展示内容イメージ 

  さいたまスーパーアリーナを会場に多くの企業が出展・協賛 

  官民連携による実行委員会を組織 

  本年３月開催の「埼玉サイクリングショー」を大幅にステップアップ 
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 県民が相談しやすい体制の充実や、困難事案の解決に向けた対応力 

強化を図る。 

  

（１）県消費生活相談窓口の土曜相談体制の充実 

（２）「問題解決チーム」による広域的・専門的な事案解決 

 

 

県民の安全・安心な消費生活の実現のため、機動的な立入調査により、

悪質事業者に対する徹底的な指導・処分を行う。 

 

（１）警察官ＯＢ職員の活用 

（２）悪質事業者対策専門アドバイザーの活用 

消費者の安心・安全サポート事業 
 

                      担当 消費生活課 総務・企画調整担当  

                      内線 ２９３５                   
 
１ 目  的 

  消費者の利益を守るため、複雑・多様化する消費生活相談に対する助言やあっせ 

 んを行うとともに、悪質事業者に対する指導・処分を行う。 

 

２ 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １０９，０５７千円 

 

 

 

消費生活相談体制の充実・強化    ９８，６８５千円 

悪質事業者対策の推進        １０，３７２千円 



一部新規 
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消費者行政活性化事業 
 

                      担当 消費生活課 総務・企画調整担当  

                      内線 ２９３５                   
 

１ 目  的 

  消費者行政活性化基金を活用し、県及び市町村が連携を図り消費生活相談窓口の拡充  

 や消費者教育など、消費者を守るための体制強化を図る。  

  なお、消費者行政活性化基金は平成２４年度末で終了する予定であったが、国の地方 

 消費者行政活性化基金管理運営要領の改正により平成２５年度末まで延長する。 

 

２ 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １７２，８７７千円 

 地域ネットワークづくりの支援や消費者力向上のための啓発事業の

実施、さらに市町村相談窓口の支援などを行う。 

（１）高齢者等を地域で見守るためのネットワーク構築の支援 

（２）教育局と連携した消費者教育の実施 

（３）寸劇グランプリの開催など、寸劇の手法による啓発活動の充実

（４）相談員レベルアップ研修や市町村巡回指導の実施 

（５）食品表示・安全啓発講演会などの啓発事業  など 

 消費者行政活性化の取組を行う市町村へ補助を行う。 

 〔補助率１０／１０〕 

（１）消費生活相談窓口の環境整備 

（２）消費者被害の未然防止のための啓発に関する取組       

（３）相談日・時間の拡充に伴う消費生活相談員の人件費 など 

市町村補助事業     １４９，３４５千円 

県事業（一部新規）    ２３，５３２千円 



一部新規 
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交通安全の推進 

 

                 担当 防犯・交通安全課 安全教育・指導担当 

                 内線 ２９６１ 

 

１ 目  的 

  県民及び関係機関等が一体となって、総合的な交通事故防止対策を講じていく。 

  特に、自転車の安全利用や高齢者の交通安全に関する普及啓発を強化し、交通事故の 

 防止を図る。 

 

２ 事業内容 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３６，２００千円 

 

 今後の自転車の安全利用対策に活かすため、自転車の交通安全に関する県民意識調査

を実施 

 

 高齢者の交通事故防止に重点的に取り組み、高齢者に対する交通安全教育の充実を図

るとともに、新たに、薬局における啓発活動を実施

 

 路上での寝込み等による交通死亡事故を防止するため、酒類提供飲食店関係団体や老

人福祉センターの協力を得て、交通事故防止対策を実施 

路上寝込み等による交通事故死ゼロ対策事業費（新規） ８，２５７千円 

交通死亡事故ゼロ大作戦事業費（一部新規）      ３，４３７千円 

自転車交通安全県民意識調査事業費（新規）      ５，３２７千円 

 

 自転車の安全な利用の促進を図るため、自転車安全利用指導員の委嘱、育成、支援を

実施 

共助による自転車安全利用の県づくり推進事業費    ７，７９５千円 

 

① 九都県市共同キャンペーン等の実施 

  九都県市首脳会議での提案に基づき九都県市が連携・協力して、自転車安全利用を

 推進する施策事業を実施 

② 「自転車安全利用の日」の普及啓発 

  毎月１０日の「自転車安全利用の日」を中心に、自転車利用者に対する街頭指導活

 動やキャンペーン等を実施 

③ 自転車損害保険等への加入促進 

  自転車損害保険等への加入促進を図るため、普及啓発活動を実施 

県民総ぐるみ交通安全推進事業費（一部新規）    １１，３８４千円 



                                     新 規  
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平和資料館のリニューアルオープン  

 

                    担当 広聴広報課 企画調整担当  

                    内線 ２８４８  
 

１ 目  的 

  平和資料館の利用者のサービス向上とコスト縮減を図るため、指定管理者制 

 度を導入する。 

  また、開館２０周年を迎えるに当たり、リニューアル工事を行う。  

 
２ 事業内容 

 

   平成２５年４月１日から指定管理者制度を導入する。 

 

 

   ○ 主な工事内容 

    ・ 平和資料館のエントランスに大壁画を設置 

    ・ 展示室へのトンネルを改修 

    ・ 展示スペースの拡張 

   ○ 工事期間 

     平成２５年４月～９月 

 

３ 予 算 額  ９６，５５６千円 

指定管理者制度の導入 ３７，７０６千円 

リニューアル工事 ５８，８５０千円 
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芸術劇場からの新たな埼玉文化の発信 

                 担当 文化振興課 財団指導・文化施設担当 

                 内線 ２８７７ 

１ 目  的 

  彩の国さいたま芸術劇場から、創造性あふれる舞台芸術作品を生みだし、国内 

 だけでなく世界に向けて発信する。また、埼玉会館や熊谷会館では、親しみやす 

 い作品を提供し、誰もが身近で文化芸術に親しめる環境を整備する。 

２ 事業内容 

（１）指定管理者である公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団による彩の国さ  

いたま芸術劇場、埼玉会館及び熊谷会館の施設の管理運営 

（２）蜷川幸雄芸術監督のもと、３館の施設機能を活かした舞台芸術作品の提供等 
 

                 彩の国さいたま芸術劇場 
 

 芸術性の高い舞台芸術作品の創造・発信や参加・育成事業を展開 
 

◆彩の国シェイクスピア・シリーズ 

 蜷川幸雄芸術監督の演出・監修によりシェイクスピアの 

 全３７作品を上演する企画。 

 シリーズ第 27 弾「ヘンリー四世」及び第 28 弾を上演。 

◆さいたまゴールド・シアター 

 平均年齢７４歳の演劇集団。第６回公演を実施。 

◆さいたまネクスト・シアター 
 若手俳優の育成プロジェクト。第５回公演を実施。 

◆現代舞踊 
 世界的なダンス・カンパニーの招聘による公演。 

◆音楽、芸能等 
 ピアノリサイタル、室内楽などの音楽公演や落語など 

 多彩な舞台芸術作品を上演。 

 「彩の国シェイクスピア・シリーズ」第２５弾 

            「シンベリン」より 

埼 玉 会 館 
 

音響効果の高い会館の特性を活かし、オーケ

ストラ公演などを中心に事業を展開 

 

熊 谷 会 館 
 

地域ニーズに応じた公演や参加・育成事

業を展開 

 

３ 予 算 額  １，２４２，８０３千円 

ＮＨＫ交響楽団 熊谷会館バレエ・セミナー 

（C)Matron 
（C)横田敦史

（C)渡部孝弘 



新 規  
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県立文化会館施設整備事業  
 

担当 文化振興課 財団指導・文化施設担当  
内線 ２８７７              

 
１ 目  的 

  埼玉会館は、昭和４１年に開館し、築４６年が経過している。そのため、経

年劣化が生じており、大ホール・小ホールにおいても不具合が生じている。文

化施設としての機能を維持し、安定した運営を行うため改修工事を実施する。 
 
２ 事業内容 

 （１）主な改修内容 
①大ホールの照明・音響関係設備の更新 

②小ホールの照明関係設備の更新 

 

 

 

 

 

 

 
  
         埼玉会館大ホール照明         埼玉会館小ホール 
 
 （２）工事期間（休館予定期間） 
      平成２６年１月中旬～３月末 
 
３ 予 算 額  ４３０，６５８千円 
 
                        
 
 
 
     
 



一部新規 
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地域の文化芸術拠点の創造 

 
                         担当 文化振興課 文化振興担当 
                         内線 ２８８７ 
 

１ 目  的 

  県内に残る文化的価値の高い近代の建築物を広く紹介するとともに、利用されていな 

 い歴史的建造物などを文化芸術拠点として整備する取組を支援することにより、文化活 

 動の促進と観光客の誘致を図る。 

 

２ 事業内容 

 

 

 
  県内には遠山記念館をはじめ、日本の近代建築をリードした建築家、前川國男の設 

 計による埼玉会館など歴史的文化遺産ともいえる建築物が多数残っている。 

  そこで、これらの文化的価値の高い近代の建築物をガイドブックや Web で紹介する 

 ことにより、埼玉の建築文化を広く発信し、観光客の誘致を図る。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＮＰＯ法人等が、利用されていない歴史的建造物や空き店舗などを地域の文化芸術 
 拠点として整備する取組、またこうした拠点で行う魅力的な文化イベントを支援する 
 ことにより、地域の活性化や観光客の誘致を図る。 

 

 ○ハード整備の助成 

  ２，５００千円×４団体（補助率１/２）（歴史的建造物の場合５，０００千円） 

 

 ○文化イベントの助成 

  １，０００千円×２団体（補助率１/２） 

 

 

３ 予 算 額  ２４，５６６千円 

誠之堂 旧石川組製糸西洋館 遠山記念館 

埼玉モダン建築文化発信事業費（新規）  １２，２９１千円 

文化芸術拠点創造事業          １２，２７５千円 


